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全国各地の幼児教育施設に専門家を講師として派遣 アート表現を通じて子どもたちの創造性を育む活動を実施

子どもたちの創造性を育む活動は全国に広がりつつある保育園や幼稚園でワークショップを開催

今後さらによい企画にして本事業を実施していきたい
このたびは当法人の事業を採択いただき、まことにありがとうございました。今回のよう
な全国規模での事業に助成していただける組織はあまりなく、感謝しております。大反響
をいただいた募集から実施まであっという間でしたが、我々にとっても本当に学びのある時
間をいただきました。実施先とは今後もつながりを持ち、このご縁を大事に育んでまいりた
いと思います。

助成団体：特定非営利活動法人　子ども教育立国プラットフォーム	 http://www.creative-children-education.com/

一般助成　子どもの健やかな成長を願う事業（みちびき・はぐくみ）

「子どもたちの創造力を育む―創造力の種をまく
ワークショップ出張事業―日本全国編」事業

子どもと大人が共に学び合う場を創るため
専門家を派遣してワークショップを実施

教育の質を高めるために必要な「学ぶ機会」の地域格差が問題視されている。未来を拓く創造性を育み、社会に
おいて新たな価値を創り出す子ども教育立国を目指すNPO法人が、子どもも大人も主体的に学ぶ機会を提供する
ため、全国各地の幼児教育施設に創造性を育む教育の専門家を講師として派遣する事業に取り組んだ。

全国各地の幼児教育施設に　　　　　　　
創造性を育む教育専門家を派遣
「子どもたち一人ひとりが文化芸術を土台とした総合的

な学びの経験を通して未来を拓く創造性を育み、社会に

おいて新たな価値を創り出す『子ども教育立国』を実現

する」ことをミッションに掲げ、「これからの未来へ向け、主

体的に学び、自分の力で解決し創り出していく創造力を携

える学び」を研究、啓蒙、実践しているNPO法人「子ども

教育立国プラットフォーム」では、子どもと関わる創造的な

専門家を養成する講座、国内外の優れた教育実例の紹介、

海外への教育視察研修、国内研修などを実施している。

同法人では、これまで都内近郊での指導者出張プロジェ

クトを実施してきたが、子どもたちの教育の質の向上を求

める状況は、都会よりもむしろ地方のほうが深刻であり、「学

ぶ機会」に地域格差があるという認識を持っていた。地

方の教育現場にも意欲の高い人はいるものの、一人でや

ることに限界を感じている人が多くいることも把握していた。

そこで同法人では、2018年度、全国各地の幼児教育

施設に創造性を育む教育の専門家を講師として派遣し、

アート表現を通じて子どもたちの創造性を育むワークショッ

プを１園につき2回ずつ、無料で実施する事業に取り組ん

だ。なお、ワークショップは講師がいなくても現場で同様の

教育をしていただけるよう、継続性を視野に入れ、講師だ

けが主体となって実施するのではなく、実際に教育現場

で働く保育関係者や教諭、さらに保護者などにも協力して

もらうことにした。

講師については幼児教育や子どもの表現に関わる専

門家で、現場経験が豊富な人を同法人が厳選し、ワーク

ショップの内容・手法については各講師の資質に合わせ、

基本的に講師に一任された。

学ぶ機会が圧倒的に少ない地方を中心に
11ヵ所、計21回のワークショップを実施

ワークショップは講師選定や事前ヒアリングなど半年間

の準備期間を経た後、2019年1月から3月にかけて実施

された。COSMIC保育園（沖縄県宮古島）、いふくまち保

育園（福岡市）、現和保育園（鹿児島県種子島）、しぜん

のがっこう旅をする木（倉吉市）、自主保育ひなたぼっこ（京

都市）、キアリー（富山市）、森のようちえんじらんぼう（太

田市）、ふじおかこども園（藤岡市）、Sho’s Castel（さい

たま市）、松林こころえん（茅ヶ崎市）、アルゴ幼稚舎保育

園（郡山市）と、全国 11ヵ所で計 21回（京都のみ1回開

催）のワークショップが開催され、0～6歳までの子ども約

210名、保育者、保護者などの大人約110名が参加した。

なお、実施する幼児教育施設は公募とし、事前アンケー

トを行ったうえで、意欲が高いものの自力では研修に呼ぶ

ことが難しい施設、地方や運営形態のバランス、派遣講

師とのマッチングなどを考慮して選定されたが、2週間の

短い応募期間にも関わらず、全国各地から59ヵ所の応募

があり、関心の高さに驚いたという。

事業を実施してみて、同法人では「地方では情報を得

る機会があったとしても、実際に学ぶ機会が圧倒的に少

ない。その格差だけはネットが発達した現代でも補うことが

できない。また、子どもたちが表現を通して学び、変化して

いく姿を大人が目撃することでしか、子どもたちに対する

大人の見方を変えられる可能性がない」と、改めて確信

したという。今回応募に漏れたところからも、ぜひまたワー

クショップを開催してほしいという要望が届けられているそ

うで、同法人では実施に向けて構想を練っている。

特定非営利活動法人　子ども教育立国プラットフォーム
ディレクター・事務局　森井圭さん


